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町
の
老
人
医
療
費
は　

億
円

２１

老
人
保
健
制
度
は
、「
老
人
保
健
法
」
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

病
気
の
予
防
や
健
康
教
室
、
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
や

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
医
療
費
を
み
ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
町
の
平
成　

年
の
老
人
医
療
受
給

１１

該
当
者
は
３
、
０
０
０
人
を
超
え
、
老
人

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費

　

老
人
医
療
費
は
、
各
保
険
者
か
ら
の
拠

出
金
と
国
・
県
・
町
か
ら
の
公
費
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
増
加
、

生
活
習
慣
病
等
の
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加

な
ど
か
ら
老
人
医
療
費
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
各
医
療
保
険

の
財
政
は
益
々
厳
し
く
な
り
、
若
い
世
代

の
費
用
負
担
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
健
康
診
断
な
ど
に
よ
り
一
人
ひ
と
り

が
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
心
が
け
、

大
切
な
医
療
制
度
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

▲荻野ユキさん（曲木）と保健婦さんが楽しく健康相談
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老
人
医
療
費
を
大
切
に

◆老人医療費支給額と受給者の増加状況◆�
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医
療
費
は　

億
７
、
９
９
４
万
円
と
な
り
、

２１

そ
の
う
ち　

億
２
、
０
１
５
万
円
を
保
険

２０

者
・
国
・
県
・
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
老
人
医
療
費　

億
９
８

１０

１９

４
万
円
に
比
べ
、
５
、
９
６
％
の
伸
び
と

な
り
、
老
人
一
人
当
た
り
の
１
年
間
の
医

療
費
は
、　

万
４
、
７
３
４
円
に
も
昇
っ

７１

て
い
ま
す
。
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平
成　

年
１
月
か
ら
老
人
医
療
制
度
が
改
正

１３
　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が
こ
れ
ま
で
の
１
日
当
た
り
の
定
額
負
担
か
ら
原

則
と
し
て
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
負
担

に
は
１
ヶ
月
当
た
り
の
上
限
額
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
額
を
超
え
て
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老

人

医

療

費

を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

①

か
か
り
つ
け
医
を

も
っ
て
い
ま
す
か

　

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
よ
く
理
解
し
、

納
得
の
い
く
説
明
を
し
て
く
れ
る
、
か
か

り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

②

同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
違
う

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
い
ま
せ
ん
か

　

重
複
受
診
は
、
診
断
や
検
査
、
薬
の
処

方
を
重
ね
て
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
医
療

費
の
無
駄
や
薬
の
事
故
を
ま
ね
き
ま
す
。

③

薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
っ
て

い
ま
せ
ん
か

　

い
く
つ
か
の
症
状
が
あ
り
、
症
状
が
長

引
い
た
り
す
る
と
、
つ
い
薬
に
頼
り
た
く

な
り
ま
す
が
、
無
駄
や
事
故
が
生
じ
ま
す
。

④

治
療
よ
り
予
防
、健
康
づ
く
り
に

つ
と
め
て
い
ま
す
か

　

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
三
原
則
を

守
り
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
て
い
ま
す
か

　

健
康
診
断
は
、
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め

と
す
る
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
自
分
自

身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
ま

す
。
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

老人医療費の改正のポイント�

老人保健の外来・入院とも
一部負担金は原則１割です。�
１ヵ月に右の額を超えた場
合には、その月はそれ以上
支払う必要はありません。�

《外来の場合》�

《入院の場合》�

●診療所とベット数が２００床未満の病院の場合は１
ヵ月３,０００円。ただし、診療所や病院外での薬剤
の処方（院外処方）を受けるときは、診療所や病
院１,５００円、薬局１,５００円が上限となります。�

●診療所については、１日８００円（１ヵ月５回以上
通院の場合は４回まで支払えばよい）の定額制
としているところもあります。�

●病院でベッド数が２００床以上の場合は、上限１
ヵ月５,０００円（ただし、院外処方を受けるときは
病院２,５００円、薬局２,５００円が上限）�

１ヵ月に３７,２００円です。なお、低所得者の方は１ヵ
月２４,６００円、低所得者でかつ老人福祉年金を受
給している方は１ヵ月１５,０００円、長期特定疾病患
者の方は１ヵ月１０,０００円がそれぞれ上限と定め
られています。　�

医療費の�
一部負担金�

高額医療費�
支給（新設）�

入 院 時 の �
食 事 負 担 �

老人訪問�
看護基本利用料�

●改正前●� ●改正後●�

（� ）�

（� ）�
（� ）�

外来1日　530円�
（月4回まで）�
入院１日　1,200円�

１日　760円�

１日　250円�

外来・入院とも原則として�
医療費の１割�

（ただし上限額が決められています）�

　の一部負担金について同一世帯で二人以上の高齢
者の負担が高額になったときなどに払い戻されます�

1日当たり780円�
（低所得者は据置き）�

費用の1割か1日600円の定額負担�
（ただし上限が決められています）�
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町　

月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
町
監

１２

査
委
員
に
上
村
善
栄
さ
ん
（
曲
木
字
切

通
）
が
同
意
さ
れ
、　

月　

日
に
就
任

１２

２４

し
ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
昭
和　

年
生
ま
れ
で　

１４

６１

季
を
通
し
た
行
事
や
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　

白
鳥
の
会
又
は
、
沢
田
地
区
公
民

　

館
ま
で　
　

�
２
６
�
０
６
９
６

　
　

月
８
日
、
沢
田
地
区
公
民
館
で
沢
田
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
広
場

１２
「
白
鳥
の
会
」
の
開
所
式
が
、
会
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
西
牧
立
博
町
長
、
鈴
木
広
沢
田
地
区
区
長
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
酒
井

利
治
、
大
野
峯
両
町
議
会
議
員
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
町
担
当
職
員
か
ら
事
業
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
気
や
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、楽
し
み
と
生
き
が
い
を
も
ち
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
、
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
。

　

こ
の
介
護
保
険
を
つ
か
う
前
に
体
力
づ
く
り
を
し
た
り
、趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
と
健

康
管
理
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。さ
ら
に
元
気
に
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
白
鳥
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
方
や
一

人
暮
ら
し
の
方
な
ど
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
を
防

ぎ
ま
す
。

●
い
つ
か
ら

　

今
年
３
月
ま
で
は
試
行
的
に
開
か

れ
、
４
月
か
ら
毎
月
１
回
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
計
画
で
す
。

●
主
催
・
運
営

　

町
が
主
催
す
る
介
護
予
防
生
活
支

援
事
業
で
す
。
運
営
は
、
沢
田
地
区

ふ
れ
あ
い
広
場
「
白
鳥
の
会
」（
沢
田

地
区
区
長
会
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
、
沢
田
地
区
公
民
館
、

町
保
健
福
祉
課
）
が
行
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、法
務
大
臣
か

ら
中
村
嘉
雄
さ
ん
（
塩
沢
）、
佐
川
ミ
エ

子
さ
ん
（
双
里
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

困
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
を

お
持
ち
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

町
監
査

委
員
に

 

 
上
村
善
栄
さ
ん
が
就
任

歳
。
県
立
石
川
高
校
を
卒
業
後
、
県
職

員
と
な
ら
れ
、
郡
山
、
相
馬
、
い
わ
き

の
各
県
税
事
務
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
、

そ
の
後
、
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
長
、

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
長
を
歴
任
し

平
成　

年
に
退
職
。
現
在
は
、
㈱
福
島

１１

県
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
監
査
役
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
、
上
村
監
査
委
員
に
は

町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
執
行
、
決
算

審
査
等
、
監
査
全
般
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上村　善栄さん中村　嘉雄さん佐川ミエ子さん

●
中
村
嘉
雄
さ
ん
（
再
任
）

　

塩
沢
字
大
日
向

　

�
２
６
�
７
０
８
３

●
佐
川
ミ
エ
子
さ
ん
（
再
任
）

　

双
里
字
神
主

　

�
２
６
�
２
４
１
１

人
権
擁
護
委
員
に 
中
村
嘉
雄
さ
ん

佐
川
ミ
エ
子
さ
ん
を
委
嘱

沢
田
地
区
に
ミ
ニ

ふ
れ
あ
い
広
場「
白
鳥
の
会
」が
ス
タ
ー
ト

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●
対
象
者

①
沢
田
地
区
に
居
住
す
る
虚
弱
等
の

身
体
上
又
は
、
精
神
上
の
障
害
が

あ
る
方
。

②
高
齢
者
の
方
で
、
一
人
暮
ら
し
や

日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い
る
方
。

③
外
出
す
る
こ
と
も
苦
に
な
っ
て
い

る
方
。

④
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
方
で
概
ね

　

歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
希
望

６５が
あ
れ
ば
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑤
介
護
保
険
認
定
で
も
「
自
立
」「
要

支
援
」
と
判
定
さ
れ
た
方
。

白
鳥
の
会
の
目
的
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

　

月
１
回
（
年　

回
）、
午
前　

時
か

１２

１０

ら
午
後
２
時
ま
で
の
間
、
健
康
体
操

や
調
理
実
習
、
手
芸
、
昼
食
会
、
芋

煮
会
、
お
花
見
、
ひ
な
祭
り
な
ど
四

▲西牧立博町長と参加者のみなさん
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平
成　

年
度
の
新
入
学
児
童
は
、
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１３

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
ご
確
認
い
た
だ
い
て
、
名
前
の
ま
ち
が

い
、
も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
敬
称
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
現
在

１３

１１

保
護
者
の
皆
さ
ん
名
前
の
ご
確
認
を
！

▲毎年行われる新入学児童交通安全指導のようす＝石川小

緑
川
将
伸
、
小
池
泰
功
、
迎　

誠
、

大
戸
裕
太
、
矢
吹　

馨
、
矢
内
湧
登
、

馬
場
慎
太
郎
、
草
野
和
弥
、

矢
内
悠
太
、
首
藤
大
貴
、
久
野
奏
貴
、

秋
山
純
也
、
中
嶋
大
人
、
星　

武
徳
、

菅
野
貴
之
、
野
崎
健
太
、
阿
部　

薫
、

佐
藤
一
記
、
角
田　

瑛
、
中
野
雄
太
、

相
澤
勇
貴
、
瀬
谷
謙
輔
、
添
田
剛
史
、

鈴
木
英
文
、
遠
藤
慎
也
、
桑
澤　

徹
、

小
豆
畑
健
汰
、
須
藤
拓
巳
、

大
田
遼
介
、
小
玉
昂
史
、
市
川
峰
張
、

折
笠
王
亮
、
鈴
木
敬
浩
、

小
池
健
士
郎
、
西
牧
貴
弘
、

田
中
利
樹
、
遠
藤
和
善
、
下
山
田
航
、

西
牧
慶
一
郎
、
秋
山
勝
哉
、

中
井
陽
太
、
我
妻
優
汰
、
藤
田
昇
司
、

藤
田
修
司
、
山
下
将
磨
、
深
谷
学
弘
、

矢
吹
修
洋
、
金
内　

愛
、
佐
藤
春
香
、

岩
谷
美
里
、
藤
島
千
恵
、
藁
谷
晃
子
、

相
樂
菜
美
、
黒
田
香
菜
、
金
内
涼
菜
、

真
岡
里
紗
、
遠
藤
聖
子
、

山
野
辺
千
紘
、
小
湊
杏
奈
、

志
田
淳
美
、
佐
々
木
美
佳
、

吉
田
未
来
、
溝
井
優
香
、
渡
邉
千
里
、

山
田
未
由
、
水
野
ひ
か
る
、

山
本
優
美
、
矢
吹
美
果
、
添
田
梨
紗
、

�
原
彩
加
、
岡
崎
紗
奈
、
鈴
木
美
紅
、

中
島
千
絵
子
、
矢
内
里
沙
、

水
野
成
美
、
相
樂
結
美
、
相
樂
霧
華
、

首
藤
香
織
、
遠
藤
成
美
、
矢
吹　

恵
、

福
田
茉
侑
美
、
秋
山
香
里
、

91
人��

中
野
樹
里
、
中
村
春
佳
、
阿
部
友
紀
、

遠
藤
美
沙
樹
、
太
田
智
巳
、

円
谷
友
香
、
小
林
美
彩
、
小
湊
咲
希
、

藤
田
沙
弥

14
人��

野
内
昌
平
、
郷　

直
弥
、
大
塚
悠
希
、

郷　

和
博
、
三
森
健
喜
、
三
森
康
喜
、

菊
地
和
馬
、
本
間
優
也
、
鈴
木
克
幸
、

山
口
俊
輔
、
佐
川
夏
希
、

宮
本
紗
耶
香
、
郷　

椎
南
、

山
口
美
郷

26
人��

佐
藤
佑
樹
、
水
野
太
地
、
木
田
健
太
、

南
條　

翼
、
小
林
亮
太
、

円
谷
健
一
朗
、
成
田
圭
助
、

宇
佐
美
芳
貴
、
曲
山
浩
平
、

大
平
涼
真
、
小
野
間
優
希
、

二
瓶
亜
也
、
有
賀
小
百
合
、

近
内
麻
美
、
生
田
目
知
香
、

笠
間
未
希
、
中
村
優
美
、
二
瓶
彩
香
、

鈴
木
理
佳
、
曲
山
早
紀
、

二
瓶
有
美
子
、
北
條
夏
美
、

有
賀
史
緒
理
、
圓
谷
知
佳
、

円
谷
友
里
、
円
谷
依
里

12
人��

熊
田
怜
、
桑
澤
拓
也
、
渡　

友
弘
、

渡
邉
篤
史
、
遠
野
将
史
、
永
沼
英
樹
、

佐
藤
由
希
裕
、
箱
崎
覚
子
、

福
田
真
唯
、
添
田
瞳
、
瀧
口
愛
香
、

渡
邉
鮎

17
人��

有
賀
航
基
、
小
湊　

智
、
鈴
木　

諒
、

酒
井
甲
之
亮
、
野
崎
憂
太
、

添
田
孟
彦
、
南
條
慎
太
朗
、

小
針
将
平
、
水
野
弘
夢
、
森
田　

遼
、

南
條
あ
す
か
、
遠
藤
桃
香
、

角
田　

巴
、
青
柳
彩
菜
、
小
針　

歩
、

酒
井
聖
奈
、
柳　

結
衣

8
人��

瀬
谷
和
貴
、
鈴
木
俊
介
、
瀬
谷
大
樹
、

大
竹
賢
一
、
深
谷
侑
平
、
遠
藤
健
太
、

塩
田
由
佳
、
深
谷
沙
季

4
人��

牧
野
友
之
、
小
豆
畑
仁
人
、

酒
井
彩
花
、
添
田
真
弥

9
人�

矢
内
喜
大
、
関
根
利
菜
、
矢
内
伶
奈
、

小
松　

愛
、
須
藤
亜
美
、
高
木
礼
奈
、

鈴
木
ち
ほ
、
小
木
美
紀
子
、

板
橋
由
美

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

　

�
２
６
�
９
１
３
５
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文
部
省
科
学
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る「
家
庭
教
育
手
帳
」を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

自
分
を
大
切
に
で
き
な
い
な
ら
ば
、 

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と
も

で
き
な
い

　
２１

　

子
育
て
は
大
事
で
す
が
、
一
日
中
、

わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に
集
中
し
て
は
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
親
の
イ
ラ
イ
ラ
は
、

子
ど
も
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

大
変
な
子
育
て
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の

時
間
を
つ
く
り
、
心
を
健
康
に
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
夫
婦
で
助
け
合
っ
た

り
、
育
児
を
手
伝
う
仲
間
や
仕
組
み
を

活
用
し
た
り
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
家
庭
教

育
相
談
、
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、

児
童
相
談
所
な
ど
に
も
お
気
軽
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

家
庭
と
は 
―

あき缶にはスチール缶とアルミ缶があり、
それぞれ違った処理を経て、新しい製品
に生まれ変わります。マナーを守って出
しましょう。�

たばこのすいがらなどの異物は�
必ず取り除きましょう。�

　どんなに最後まで飲み切っても、少量の中身は
残るもの。大量のあき缶が集まるごみステーショ
ンでは、残った中身が混じり合い、異臭の原因と
なっています。水でゆすいだ後も、きちんと水を
切るようにしましょう。�

　回収容器に出すときは、
持ち寄る時に使ったビニー
ル袋などは、必ず持ち帰り
ましょう。回収コンテナの
中にいつも缶だけが入っ
ているようにしましょう。�

こ
ど
も
が
家
で
身
に

つ
け
た
こ
と
は
、生
涯
、

ず
っ
と
生
き
続
け
る
②
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現
在
町
史
編
纂
室
で
は
、昨
年
四
月
に
刊
行
し
た『
別
巻
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
』

に
続
き
発
刊
を
予
定
し
て
い
る
『
文
化
編
』
を
編
集
す
る
た
め
、
各
種
資
料
の
調
査
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
今
回
は
神
社
信
仰
と
建
築
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

神
社
信
仰
と
近
世
の
神
社
建
築

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。本
殿
の

屋
根
は
、 板  
葺 
や 
木  
羽 
で
中
に
は
銅

い
た 
ぶ
き 

こ 

ば

板
で 
覆 
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ふ

ま
す
。本
殿
の
規
模
は
最
大
の
も
の

で
約
一
間（
約
一
・
八
�
）四
方
ほ
ど

あ
り
、平
均
的
に
は
、三
尺
（
約
一
・

二
�
）四
方
の
規
模
の
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

町
内
に
あ
る
神
社
の
様
式
は
、

 
流 
造
や 
見  
世  
棚  
造 
（
社
殿
の
小
規

な
が
れ 

み 

せ 

だ
な 
づ
く
り

模
な
も
の
）が
み
ら
れ
ま
す
。
神
社

の
建
築
時
代
を
確
定
す
る
た
め
に
、

今
後
も
継
続
し
て 
棟  
札 
の
調
査
を

む
な 
ふ
だ

実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
木
造
建
築
だ
け
で
、

石
の 
祠 
は
除
き
ま
し
た
。

ほ
こ
ら

　

現
在
進
め
て
い
る
調
査
は
文
化

編
で
取
り
上
げ
る
、
近
世
・
近
代
の

建
築
を
編
集
す
る
た
め
の
も
の
で

で
す
。
そ
の
内
容
は
、江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
初
期
ま
で
に
建
て
ら

れ
た
神
社
・
寺
院
・
民
家
・
洋
風
建

築
が
ど
の
く
ら
い
残
さ
れ
て
い
る

か
、そ
の
概
要
を
把
握
す
る
も
の
で
、

十
三
年
度
に
本
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、こ
れ
ま
で

の
調
査
の
中
か
ら
神
社
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。石
川

町
に
所
在
す
る
神
社
は
、お
お
よ
そ

六
十
社
で
、
旧
石
川
十
二
社
・
沢
田

五
社
・
中
谷
二
十
五
社
・
山
橋
五
社
・

母
畑
九
社
・
野
木
沢
四
社
と
な
っ
て

い
ま
す
。
神
社
信
仰
と
し
て
は
、八

幡
神
社
が
十
五
社
と
も
っ
と
も
多

く
、
こ
の
こ
と
は
、
古
代
末
に
土
着

し
た
源
氏
の
一
族
石
川
氏
の
氏
神

石
川
町
の
神
社
概
観

が
八
幡
神
で
し
た
の
で
、
そ
の
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
推
定
さ
れ
ま

す
。次
に
多
い
の
が
熊
野
神
社
六
社
、

稲
荷
神
社
四
社
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

石
都
々
古
和
気
神
社
・
近
津
神
社
・

諏
訪
神
社
な
ど
の
農
業
神
を
祀
る

も
の
、 愛  
宕 
神
社
や
秋
葉
神
社
な
ど

あ 

た
ご

の
火
防
の
神
を
祀
る
も
の
な
ど
も

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
神
社
の
数
は
、

地
域
的
に
み
る
と
中
谷
地
区
が
二

十
五
社
と
も
っ
と
も
多
く
、特
に
中

田
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
が

特
徴
的
で
す
。

　

今
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
、江
戸
時

代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
に
建
造
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
神
社
数
は
、約
十

五
社
で
す
が
、今
後
の
調
査
で
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
本
殿
建
築
で
、拝

殿
は
ほ
と
ん
ど
明
治
以
降
改
築
さ

第49回�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�●�3

近
世
の
神
社
建
築

塩釜神社本殿（字当
町）室町時代後期の棟
札が保存されている

Ａ　

圏
域
内
あ
る
い
は
周
辺
地
域
に

お
け
る
関
連
公
共
事
業
等
の
自
治
体

の
財
源
需
要
に
つ
い
て
は
、
過
度
な

地
元
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
か
つ

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
新
首
都
建
設
等
の
基
本
方
針
の

中
で
明
確
な
位
置
づ
け
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
新
首
都

周
辺
地
域
整
備
計
画
（
仮
称
）
等
を

策
定
し
、
地
元
自
治
体
間
の
役
割
分

担
や
計
画
的
な
施
設
整
備
、
管
理
・

運
営
を
進
め
る
な
ど
、
健
全
な
地
方

財
政
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

Ａ　

新
福
島
県
水
資
源
総
合
開
発
基

本
計
画
の
目
標
年
次
２
０
１
０
年
に

お
け
る
本
県
中
通
り
地
方
の
水
需
要

見
通
し
（
渇
水
年
ベ
ー
ス
）
で
は
、

全
体
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
計
画
策
定
（
平
成
５
年

３
月
）
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

等
を
踏
ま
え
る
と
、
既
存
水
資
源
及

び
既
存
用
水
等
に
つ
い
て
、
中
長
期

的
観
点
か
ら
水
需
要
の
調
整
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
新
首
都
の
成
長
段
階

に
見
合
っ
た
水
需
要
に
十
分
対
応
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
首
都
圏
域
全
体
と
し
て

下
水
道
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
良
好
な
水
質
の
保
持
と
水

辺
環
境
の
維
持
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

圏
域
の
基
盤
整
備
に
要
す
る
財
源
を�

ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
の
で
す
か
？�

水
を
安
定
的
に�

供
給
で
き
る
の
で
す
か
？�
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　
　

月　

日
、
猫
啼
温
泉
井
筒
屋
で
、

１２

２３

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
出
逢
い
・
し
ゃ
ん
そ

ん
の
夕
べ
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

独
身
男
女
の
出
会
い
、
交
流
の
場
を

設
け
よ
う
と
、
町
内
の
有
志
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
の
主
催
で
６
回
目
。

　

石
川
町
を
中
心
に　

人
が
参
加
。
ク

４０

リ
ス
マ
ス
を
彩
る
会
場
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
菊
池
章

夫
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
助
け

　
　

月　

日
、総
合
体
育
館
で「
い
し
か

１２

１２

わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
」
の
説
明
と

初
め
て
の
練
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

う
つ
く
し
ま
未
来
博
『
う
つ
く
し
ま

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
ｉ
ｎ
未
来
博
』

に
向
け
て
、
石
川
郡
内
か
ら
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
す
。

　

中
井
一
美
郡
商
工
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
長
な
ど
の
、
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

日
程
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
実
演
、
実

技
と
な
り
、
参
加
者
は
見
よ
う
、
見
ま

ね
で
体
全
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
支
部
ご
と
に
週
１
・
２
回

の
練
習
、
月
２
回
の
全
体
練
習
を
重
ね
、

未
来
博
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
「
踊
り
隊
」
の
メ
ン
バ

ー
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
踊

っ
て
み
た
い
人
は
、石
川
町
商
工
会（
�

２
６
�
３
２
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

花名＝デンドロビウム花名＝デンドロビウム

未
来
博
に
向
け　

人
が
よ
さ
こ
い
踊
り

２００

し
ゃ
ん
そ
ん
の
夕
べ
で

カ
ッ
プ
ル
誕
生
を
祝
う

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
な
ど
で
ム
ー

ド
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
以

前
ま
で
参
加
し
て
い
た
２
人
が
め
で
た

く
結
ば
れ
、
参
加
者
で
祝
福
し
あ
い
ま

し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
さ
わ
や
か
フ
ィ

ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
で
は
、
３
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
参
加
者
は
名
残
惜

し
く
会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
あ
さ

ひ
公
園
で
２
０
０
１
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
「
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ　

」（
鈴
木
后
世
・
遠

２１

藤
由
紀
子
実
行
委
員
長
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
演
出
す

る
メ
イ
ン
会
場
に
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

と
ク
リ
ス
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
七
色

の
噴
水
が
お
目
見
え
し
、
い
し
か
わ
ぐ

ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
に
よ
る
よ
さ
こ
い

踊
り
の
披
露
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
・
バ
ン
ド
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
、
Ｄ
Ｊ
を
務
め
る
菊
池

章
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、

多
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
を
花
火
の
打
ち
上
げ
と

　

本
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
と

２１と
も
に
幕
開
け
し
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
、
鏡
割
り
な
ど
の
催
し
に
訪

れ
た
人
々
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で

町
消
防
団
出
初
め
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

残
雪
の
寒
さ
の
な
か
、
５
１
８
人
の

消
防
団
員
が
参
加
し
、
西
牧
立
博
町
長

が
点
検
者
に
委
嘱
さ
れ
、
閲
団
、
分
列

式
、
町
内
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

●
町
長
表
彰

　
（
平
成　

年
分
団
対
抗
無
火
災
コ
ン
ク
ー
ル
）

12

金
賞
▽
沢
田
分
団
・
野
木
沢
分
団

●
団
長
表
彰

（
功
績
章
）

　

佐
藤
孝
部
長
（
石
川
分
団
第
２
部
）、
遠
藤
幸
治

部
長
（
石
川
分
団
第
６
部
）、
遠
藤
幸
男
部
長

（
山
橋
分
団
第
２
部
）、
添
田
清
勝
部
長
（
山
橋

分
団
第
４
部
）、
田
中
恒
治
部
長
（
野
木
沢
分
団

第
３
部
）

（
消
防
施
設
整
備
優
秀
賞
）

優
秀
賞
▽
石
川
分
団
第
７
部
、
第
８
部
、
中
谷
分

団
第
３
部
、
第
４
部
、
山
橋
分
団
第
４

部
、
母
畑
分
団
第
２
部
、
野
木
沢
分
団

第
２
部

努
力
賞
▽
中
谷
分
団
第
５
部
、
野
木
沢
分
団
第
１

部
、
第
３
部

　

１
月
８
日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
第　
53

回
石
川
町
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
者
は
、
町
内
外
を
含
む

２
６
５
人
で
、
男
性
が
１
２
１
人
、
女

性
が
１
４
４
人
で
す
。
色
鮮
や
か
な
晴

れ
着
姿
、
大
人
び
た
装
い
で
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
友
だ
ち
と
の
再
会
に
、
大
き

な
歓
声
が
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
録
的
な
大
雪
に
な
っ
た
こ
の
日
、

式
典
で
は
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば

れ
、
代
表
し
て
塩
田
大
輔
さ
ん
（
双
里
）、

岡
部
明
美
さ
ん
（
中
田
）
に
西
牧
立
博

町
長
か
ら
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
る
と
、

成
人
者
を
代
表
し
て
、
鈴
木
一
則
さ
ん

（
板
橋
）、
添
田
美
香
さ
ん
（
山
形
）
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
わ
る
と
、
成
人
者
が
実
行

委
員
と
な
り
企
画
し
た
「
は
た
ち
を
祝

う
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

西
暦
二
○
○
一
年
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

人
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

２６５

残
雪
の
寒
さ
の
な
か

消
防
団
が
出
初
式
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青
春
ど
真
中�

職
業
▽
㈱
キ
ョ
ウ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
社
員
と
し
て
、石
川
屋
内
温
水

プ
ー
ル
の
監
視
員
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

★ 
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　
　

仕
事
が
ら
泳
ぐ
こ
と
は
一
番
情
熱

を
傾
け
て
い
て
「
キ
ラ
ラ
・
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」
に
入
り
、
健
康
増
進

と
大
会
出
場
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
ま
た
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
て
い
て
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

★ 
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
　

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
充
実
し
た

清
野　

江
梨
子
さ
ん（　

歳
）●
沢
井
字
十
三
塚

２２

生
活
を
送
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
自

分
の
一
生
に
後
悔
が
残
ら
な
い
よ

う
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
。

★ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　
　

ど
の
世
代
に
も
住
み
や
す
く
、
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。

★ 
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　
　

自
分
の
意
志
を
持
ち
、
何
事
に
も

活
発
で
頼
り
が
い
の
あ
る
人
。

次
回
は
清
野
さ
ん
の
紹
介
で

根
本
和
広
さ
ん
で
す
。

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市�

神奈川県横浜市神奈川県横浜市�

神
奈
川
県
横
浜
市�

神奈川県横浜市�

双里字双里�

岡崎　恵子さん�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

横
浜
開
港
以
来
の
国
際
性
を
有
す
る

国
際
文
化
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
る

神
奈
川
県
横
浜
市
。
人
口
３
３
０
万
以

上
も
い
る
日
本
の
大
都
市
で
す
。

　

横
浜
の
南
西
に
あ
る
金
沢
八
景
は
広

い
海
の
公
園
と
し
て
春
は
潮
干
狩
り
、

夏
は
海
水
浴
を
楽
し
め
ま
す
。
天
気
の

良
い
日
に
は
遠
く
に
富
士
山
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
は
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
が
で
き
、
海
に
飛
び
込
む

よ
う
な
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
で

楽
し
め
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
９
年
３
月
に
、
主
人
の
転
勤
で

秋
田
か
ら
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

周
囲
の
山
々
が
高
く
狭
い
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
河
川
沿
い
の
桜
並
木
の

花
の
美
し
さ
、
夜
空
の
星
の
輝
き
は
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
転
校
入
学
で
し
た
が
、
地

域
の
人
々
が
と
て
も
親
切
で
温
か
い
人

た
ち
ば
か
り
で
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

道
路
の
整
備
と
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

め
る
公
園
や
子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま

で
楽
し
め
る
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
な

ど
で
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ
た

方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、皆

さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川
町

の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い
方

は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆ 
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

３
人
授
か
り
、
孫
が
５
人
に
な
り
ま

し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

年
、
思
い
出
を
聞
か

◆ 
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

三
郎
さ
ん

　

三
郎
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
６

２５

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
昭
和　

年
か
ら

１８

　

年
間
、
国
鉄
（
現
在
Ｊ
Ｒ
）
職
員
と

４０し
て
、
い
わ
き
石
川
駅
で
仕
事
を
し
ま

し
た
。
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
は
７
人

兄
弟
の
め
ん
ど
う
を
見
な
が
ら
、
妻
は

子
育
て
に
追
わ
れ
、
稲
作
、
野
菜
づ
く

り
な
ど
を
し
て
、
無
我
夢
中
で
過
ご
し

ま
し
た
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆ 
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

息
子
、
娘
の
所
に
出
か
け
る
こ
と
や

温
泉
旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
。
ま
た
花

づ
く
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

◆ 
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
、
北
須
川
沿
い
の
桜
が
咲
く

こ
ろ
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

新
役
場
庁
舎
の
建
設
、
高
齢
福
祉
の

充
実
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

田辺　三郎さん（74歳）�
ヒサ子さん（73歳）�
住所：沢井字真明田�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

小木　 優 実   　ちゃん
ゆ み

板橋字坊屋敷　　　　　    
弘さん・智恵子さんの二女
平成１１年９月２１日生まれ 
「元気にたくましく、大きく
な～れ！！」

水野　 大 夢   　ちゃん
ひろ む

双里字七鍬石　　　　　    
敬男さん・典子さんの長男
平成１１年１０月２５日生まれ   
「いつも明るく元気な子どもに
育ってね!大きくなったらパパ
とキャッチボールをしようね。」
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月
６
日
、
町
長
室
で
自
衛
官
募
集

１２
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

瀬
谷
京
子
助
役
、
長
原
辰
男
自
衛
隊

福
島
地
方
連
絡
部
白
河
募
集
事
務
所
長

か
ら
、
田
口
正
寿
さ
ん
（
新
町
）、
角
田

満
さ
ん
（
塩
沢
）、
桑
沢
武
さ
ん
（
双

里
）、
国
井
喜
久
次
さ
ん
（
鹿
ノ
坂
）
の

４
名
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
、

１２

１２

平
成　

年　

月　

日
ま
で
の
２
年
間
で

１４

１１

３０

す
。 自

衛
官
募
集
相
談
員
に

田
口
さ

ん

角
田
さ

ん

桑
沢
さ

ん

国
井
さ

ん

を
委
嘱

　

こ
の
ほ
ど
、
野
木
沢
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ

ブ
（
小
林
良
孝
会
長
）
が
５
４
、
６
０

０
円
、
福
栄
会
（
佐
々
木
弘
道
会
長
）

が
５
０
、
０
０
０
円
、
Ａ
コ
ー
プ
石
川

店
（
小
山
田
幸
弘
店
長
）・
Ａ
コ
ー
プ
を

運
営
す
る
ジ
ェ
イ
エ
イ
福
島
食
品
（
中

川
豊
部
長
）
が
１
０
０
、
０
０
０
万
円

を
歳
末
た
す
け
あ
い
に
と
、
西
牧
立
博

町
長
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

案
内

　

最
近
、
犬
を
飼
う
ご
家
庭
が
増
え
る

に
従
い
、
犬
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

〜
東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い
〜

愛
犬
を
つ
な
い
で

お
い
て
く
だ
さ
い

　

日
頃
の
管
理
に
は
十
分
注
意
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
首
輪
や

鎖
な
ど
の
点
検
も
含
め
て
、
危
険
防
止

の
た
め
愛
犬
を
確
実
に
つ
な
が
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
つ
な
ぎ
場
所
は
、
玄
関
先
や

メ
ー
タ
ー
器
の
下
を
避
け
て
く
だ
さ
る

よ
う
合
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
電
力
㈱
須
賀
川
営
業
所

�
０
２
４
８
―
７
５
―
３
１
３
８

�
A
コ
ー
プ
石
川
店
・
ジ
ェ
イ
エ
イ
福
島
食
品

�
野
木
沢
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

�
福
栄
会

石
川
消
防
署
に
高
規
格
救
急
車
を
配
備

【
医
師
の
指
示
を
受
け
適
切
な
救
急
処
置
】

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
・
石
川
消
防
署
に　

月　

日
か
ら
高
規
格
救
急

１２

１８

車
が
配
備
さ
れ
、
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
が
、
通
信
機
器
を
介
し
て
医
師
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
呼
吸
停

止
や
心
臓
停
止
の
患
者
に
病
院
ま
で
の
搬
送
中
、
よ
り
適
切
な
処
置
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
車
は
、
携
帯
電
話
を
使
っ
た
心
電
図
や
脈
拍
数
、
血
圧
な
ど
の

患
者
の
情
報
を
病
院
に
伝
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
医
師
が

指
示
し
、
救
急
救
命
士
が
車
内
で
①
除
細
動
（
電
気
的
刺
激
に
よ
り
、
心
室
細

動
を
正
常
調
律
に
戻
す
こ
と
）
②
器
具
を
使
っ
た
気
道
（
肺
ま
で
の
空
気
の
通

り
道
）
の
確
保
、
③
静
脈
路
の
確
保
（
点
滴
）
が
行
え
ま
す
。

　

同
署
で
は
、
高
度
な
救
急
救
命
処
置
が
行
え
る
救
急
救
命
士
（
国
家
試
験
有

資
格
者
）
４
名
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
出
動
範
囲
は
石
川
町
内
で
す
が
、
高
規
格
救
急
車
に
よ
る
緊
急
処
置

が
必
要
な
場
合
は
石
川
郡
内
の
町
村
に
出
動
し
ま
す
。

�
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
号

�
高
度
救
命
処
置
用
資
器
材
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問い合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

2/4�

2/11�

2/17～18�

2/24～25�

2/25

第5回クリスタルカップハンドボール大会 �

塩沢区民バレーボール大会 �

安積リーグフットサル大会�

県南ミニバスケットボール大会�

雪中かんじきハイキング（中央公民館）�

クリスタルパーク石川�

クリスタルパーク石川�

クリスタルパーク石川�

クリスタルパーク石川�

裏 　 磐 　 梯�

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

●
相
談
日　

２
月　

日
（
火
）

２７

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先  

　

総
務
課
消
防
交
通
課�　

―
２
１
１
４

２６

●
相
談
日　

２
月
７
日
（
水
）、

　
　
　

日（
金
）、　

日（
火
）

１６

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�　

―
３
７
９
３

２６

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　

沖
縄
に
近
い
南
の
島
ヨ
ロ
ン
島
で
の

活
動
・
生
活
を
通
し
て
友
情
を
深
め
る
。

相
談

●
期　

間　

平
成　

年
３
月　

日
（
火
）

１３

２７

〜
４
月
３
日（
火
）７
泊
８
日

●
場　

所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
定　

員　

小
学
生
４
０
０
名

●
〆　

切　

平
成　

年
３
月
７
日
（
水
）

１３

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

�
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１
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消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

増えてきている大腸がん�
　
　

月
に
大
腸
が
ん
の
検
診
を
実
施
し

１２
ま
し
た
が
、
６
２
８
人
の
方
が
受
け
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、　

人
が
精
密
検
査

５９

に
な
り
ま
し
た
。
精
密
検
査
は
、
普
通

約
１
割
程
度
で
、
６
０
０
人
か
ら
受
け

る
と
、
こ
の
く
ら
い
の
人
数
は
精
密
検

査
に
な
る
よ
う
で
す
。
精
密
検
査
は
、

胃
が
ん
検
診
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
で
詳
し

く
診
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
人
は

小
さ
い
ポ
リ
ー
プ
が
で
き
や
す
く
、
大

腸
の
ポ
リ
ー
プ
は
が
ん
化
し
や
す
い
の

で
、
毎
年
、
定
期
的
に
検
診
す
る
こ
と

の
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
検
診
は
、
自
宅
で
便
を

取
る
だ
け
の
検
査
で
す
の
で
、
何
の
苦

痛
も
な
く
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
便
の
中
の
潜
血
反
応
を
み
て
い
る

の
で
、
痔
が
あ
る
人
は
、
反
応
が
で
や

す
く
、
便
を
と
る
と
き
に
、
中
を
割
っ

て
、
中
か
ら
取
る
と
い
っ
た
こ
と
を
す

る
と
、
痔
の
出
血
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
取
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、

肺
が
ん
の
喀
痰
検
査
と
同
じ
よ
う
に
、

５
月
の
検
診
で
容
器
を
配
布
し
て
、
後

日
、
回
収
と
い
う
形
を
取
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
食
生
活
の
変
化
（
脂

の
取
り
方
が
増
え
、
食
物
繊
維
の
摂
り

方
が
少
な
い
）
に
よ
り
、
増
え
て
き
て

い
ま
す
。（
し
っ
か
り
、
り
っ
ぱ
な
太
い

便
を
だ
す
…
こ
こ
が
大
切
！
）　

歳
以

４０

上
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　お正月料理も、季節の行事で親から子に伝える大切な
食の行事の一つですが、どのようにお過ごしでしたか。
しっかり食べすぎて胃腸が疲れてはいませんか。�
　太陽を浴びて育った旬の野菜をたっぷりとって、元気
に冬を乗り切りましょう。�

太陽を浴びて育った�
　旬の野菜をたっぷりとって�

厚揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150g�
れんこん・・・・・・・・・・・・・・ 100g�
ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80g�
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80g�
里芋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100g�
大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150g

こんにゃく・・・・・・・・・・・・・ 100g�
干ししいたけ・・・・・・・・・・・・ 3枚�
出し昆布・・・・・・・・・・・・ 8cm1枚�
いんげん・・・・・・・・・・・・・・・・ 30ｇ�
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30g�
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2カップ�

作り方�
①厚揚げは油抜きし、1.5㎝の角切りにする。（高野豆腐でもよい）�
②れんこん、ごぼう、人参、里芋、大根は乱切りにする。�
③こんにゃくは塩ゆでにしてちぎる。�
④干ししいたけはぬるま湯で戻し、そぎ切りにする。�
⑤出し昆布は、1㎝の角切りにし、分量の水につけておく。�
⑥野菜を重ね、水1カップを加えて中火で煮る。香りがして野
菜が8分どおり煮えたら、しょうゆを2～3回に分けて入れ、
味をつけていく。�
⑦味がととのったら、一番下にいんげんを入れ、色よく煮含め
て仕上げる。�

＜筑前煮＞　＜筑前煮＞　材料（4～5人分）�

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー

遊
ん
で
い
て
目
に
障
害
！

　

子
ど
も
が
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
で

遊
ん
で
い
る
時
に
、「
レ
ー
ザ
ー
光
線
が

目
に
当
た
っ
て
障
害
を
受
け
た
。」な
ど

の
情
報
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
と
は

　

通
常
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
は
講
演

会
な
ど
で
指
示
棒
の
代
わ
り
に
用
い
ら

れ
る
も
の
で
、
最
近
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
ペ
ン
型
な
ど
の
遊
び
道
具
と
し
て
販

売
さ
れ
、
小
中
学
生
の
遊
び
道
具
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
事
例

◇ 
友
だ
ち
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー

の
光
線
が
目
に
当
た
り
網
膜
が
や
け
ど

状
に
な
り
視
野
に
後
遺
症
が
残
っ
た
。

（　

歳
・
男
児
）

１２

◇ 
同
級
生
に
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
取

っ
た
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
光
を
目

に
当
て
ら
れ
視
力
が
低
下
し
頭
痛
が
起

き
た
。　　
　
　
　
　
　
（　

歳
・
男
児
）

１４

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
は

遊
び
道
具
と
し
て
は
危
険

　

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
は
遊
び
道
具

と
な
っ
て
し
ま
う
と
非
常
に
危
険
な
の

で
保
護
者
の
方
は
子
ど
も
に
買
い
与
え

な
い
よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
が
お
こ
づ

か
い
な
ど
で
手
に
入
れ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を
遊
び
道
具

と
し
て
使
用
し
て
い
て
他
人
に
危
害
を

与
え
る
と
、
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ

り
、
い
た
ず
ら
や
遊
び
で
は
済
ま
さ
れ

ず
、
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

も
し
レ
ー
ザ
ー
光
線
が

目
に
入
っ
た
ら

　

レ
ー
ザ
ー
光
線
が
目
に
入
る
と
傷
み

や
熱
感
が
な
く
て
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
眼
科

医
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
網
膜
の
浮
腫
や
眼
底
出

血
を
生
じ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

▲１２月１０日町婦人会連絡協議会でスポーツと文化の集い
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

12

12

12

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

中
島　
　

葵
（
一　

繁
・
み
ど
り
）
沢　

井

三
森　

美
優
（
義　

弘
・
沙　

織
）
中　

田

相
樂
ひ
か
る
（
美　

雄
・
恵　

子
）
塩　

沢

村
山　

颯
汰
（
和　

也
・
郁　

美
）
双　

里

村
山　

琳
香
（
和　

也
・
郁　

美
）
双　

里

角
田　

大
斗
（
博　

美
・
真
紀
子
）
双　

里

久
保
木
大
介
（
幸　

雄
・
久
美
子
）
塩　

沢

小
湊　

竜
児
（
富　

男
・
由　

香
）
谷　

地

小
林　

聖
弥
（
達　

也
・
真
由
美
）
立
ヶ
岡

矢
内　

鈴
乃
（
教　

文
・
千　

歳
）
塩
ノ
平

添
田　

歩
実
（　

勉　

・
ひ
ろ
み
）
北
山
形

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
２
月
分
）�

※
２
月
　
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

26

西暦２００１年カウントダウン
「ビギン２１」の音と光の演出の
ようすです。（関連記事９面）

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

大　

島　

セ　

ン　
　
　
　
　

王
子
平

矢　

吹　

哲　

也　
　
　
　
　

谷　

沢

大
和
田　

マ
ツ
ノ　
　
　
　
　

双　

里

渡　
　
　

博　

道　
　
　
　
　

母　

畑

加　

納　

民　

子　
　
　
　
　

轡　

取

遠　
　
　

ス　

ミ　
　
　
　
　

板　

橋

�　

田　

タ　

カ　
　
　
　
　

沢　

井

井　

関　
　
　

力　
　
　
　
　

白　

石

冨　

岡　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

泉

上　

村　

栄　

作　
　
　
　
　

曲　

木

�　

橋　

イ　

ネ　
　
　
　
　

山　

形

添　

田　
　
　

拾　
　
　
　
　

北
山
形

常　

松　

イ　

シ　
　
　
　
　

塩
ノ
平

小　

針　

常　

吉　
　
　
　
　

坂　

路

佐　

藤　

裕　

子　
　
　
　
　

曲　

木

櫛　

田　

松　
　
　
　
　
　
　

塩
ノ
平

蛭　

田　

國　

�　
　
　
　
　

南
山
形

香　

阪　

寿　

男　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

江　

口　

喜　

平　
　
　
　
　

新　

町

太　

樂　

ト　

メ　
　
　
　
　

沢　

井

木　

戸　

孝　

次　
　
　
　
　

双　

里

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

石　

下　

裕　

也　
　
　
　

塩　

沢

　

伊　

藤　

記　

子　
　
　

い
わ
き
市

　

三　

森　

重　

光　
　
　
　

成　

亀

　

佐　

藤　

和　

子　
　
　
　

大　

室

　

林　
　
　

一　

也　
　
　
　

立
ヶ
岡

　

宮　

城　

さ
ち
恵　
　
　
　

立
ヶ
岡

　

吉　

田　
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保だより�

新設
�

され
まし
た！�

住民税�
非課税�
世帯等�

一　　　　般�

９０日までの入院�

７８０円�

６５０円�

５００円�

３００円�

過去１２ヵ月の入院日数が９０日を超える入院�

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている人�

※の場合は「標準負担額減額認定証」が�
必要となりますので、担当窓口で申請してください。�

※�

　入院したときの食事代は、他の医療費
とは別に定額（標準自己負担）を自己負
担するだけで、残りは国保が負担してい
ます。今回の改正は一般の人の自己負
担額が変更になりま
した。（住民税非課
税世帯等について
は変更ありません）�

海外療養費が新設され、海外渡航中に病気やけがの治療を受けた場合、
以前は国保が使えませんでしたが、今回の改正から海外渡航中の治療
も国保の保険給付の対象になりました。�

2001年1月1日から�
ここが変わりました�
2001年1月1日から�
ここが変わりました�

�

高額療養費の自己負担の限度額が変わりました�

入院時の食事代の自己負担額が変わりました�

一 般 世 帯 � 上 位 所 得 者 � 住民税非課税世帯�

①自己負担額の上限に上位所得者（※）の区分が新設されます。�
②医療を多く受けた人にはその分に応じた加算がされるようになります。�
※上位所得者とは・・・国民健康保険税（料）の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯にあたります。�
◆高額療養費の算定方法は、これまでと同じです。�

３回目まで ６３,６００円�
医療費が３１８,０００円を超えたと
きは、超えた分の１％を加えます�
４回目以降は ３７,２００円�
［� ［�

３回目まで １２１,８００円�
医療費が６０９,０００円を超えたと
きは、超えた分の１％を加えます�
４回目以降は ７０,８００円�
［� ［�

３回まで ３５,４００円�
４回目以降は ２４,６００円�
つまり今までと変わりません！�

〔〔

〔〔〔
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町の人口�
住民基本台帳�
（1月1日現在）�

19,871人（－14）�

 9,714人 （－6）�

 10,157人 （－8）�

 5,558戸 （＋3）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

本校の教育目標は、「心豊かに　たくましく　生きる子ども」
です。687人の児童が、毎日生き生きと生活しています。�

ゴーシュの演奏を聞いて、青光りする猫の
体や目の動きをつけ、手や足を変に曲げた
りしました。ゴーシュの気持ちを、こわば
った顔で表現しました。�

167

「ゴーシュとおどりくるう猫」�

僕は、絵の具の点々ぬりと、ちょうちょ
うの羽の模様が、きれいになるように工
夫しました。�

「イグナツとちょうちょう」�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
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課
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７
）２
６
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１
１
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Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
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３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷
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１
月
８
日
の
大
雪
、
成
人
者
に
と
っ

て
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
言
え
ば
町
民
の

皆
さ
ん
も
記
憶
に
新
し
い
は
ず
、
昭
和

　

年
の
大
雪
。
今
年
よ
り
大
変
な
思
い

５５を
し
ま
し
た
が
…
。
私
は
小
学
３
年
生

で
し
た
が
、
今
年
の
成
人
者
が
誕
生
し

た
年
で
も
あ
り
、
雪
に
縁
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。
雪
は
白
銀

の
冬
景
色
を
演
出
し
、
経
済
効
果
を
得

る
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
言
っ

て
も
後
始
末
が
大
変
で
、
複
雑
な
感
じ

で
す
。
春
先
ま
で
、
雪
が
降
る
心
配
が

あ
り
ま
す
の
で
、
運
転
、
歩
行
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。　　
　

（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

花は5月～6月に見られます。�
高さ20～40㎝位。�
本州、四国、九州に分布して
います。�
初夏の林などの日陰で湿った
ところが好きなようです。�
花がヤマブキに似ています。�
アルカロイドを含む、有毒植
物です。�

写真提供/関根政信さん� ヤマブキソウ（シケ科）�
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